
１．目的

近年，気候変動や地殻変動による土砂災害が世界

各地で深刻な事態を招いています。特にアジア・環

太平洋地域では，台風やサイクロンによる局地的豪

雨や地震，火山活動による大規模な土砂災害が次々

と発生しています。このような想像を超える規模の

土砂災害に対応するには，関連するあらゆる分野の

最新の科学技術的知見を集結し，総合的に対策を考

えていく必要があります。本シンポジウムでは，海

外からの講師による基調講演，ポスタ－セッション，

ワークショップおよび現地見学会を通して，アジア

・環太平洋地域における気候変動や地殻変動による

土砂動態や災害対策について議論します。

※本シンポジウムは，平成２５年度京都大学防災研究所共同研究（一
般研究集会：気候変動および地殻変動活動の影響下での土砂災
害に関する第３回国際研究集会），（一社）全国治水砂防協会，（一
財）砂防フロンティア整備推進機構，（一財）砂防・地すべり技術
センタ－の助成による後援のもとに実施されます。

２．開催日時

平成２５年（２０１３年）９月２６日�～２７日�
（受付は９月２６日９：００より開始）

３．開催場所

〒６１１―００１１ 京都府宇治市五ヶ庄

京都大学宇治キャンパス内

京都大学生存圏研究所木質材料実験棟（木質ホ－ル）

４．使用言語

英語（同時通訳はありません）

５．スケジュール

【１日目】９月２６日�
午前 １０：００～１２：００

■招待講演

１．“Towards an understanding of catchment－scale

sediment dynamics : connectivity in steepland

systems” Dr. Ian C. Fuller, Senior Lecturer

Physical Geography Group, Institute of Agriculture

& Environment, Massey University, New Zealand

２．“Prediction Models of the Hydrological and Basin

Characteristics Effect on Reservoir Sedimentation

for Water Management in Thailand” Dr. Kosit

Lorsirirat, Expert of Hydrology Royal Irrigation

Department, Thailand

３．“Estimation of spatial soil distribution changed by

debris flow using the topography restoration

method” Dr. Kyongha Kim, Division of Forest

Disaster Management, Korea Forest Research

Institute, Republic of Korea

午後 １３：３０～１７：２０

■ポスター発表（すでに受付は終了しています）

１３：３０～１５：００

発表予定：２６件

優秀と認められたポスター発表者には，ポスタ

ー賞が授与されます。

■ワークショップ１５：２０～１６：２０

「大規模な土砂移動現象に対する調査手法」

・話題提供

・ディスカッション

※ワークショップに引き続き，１６：２０～１７：２０の

間に同じ会場にて，独立行政法人科学技術振興機

構 CRESTプロジェクト「良質で安全な水の持続

的な供給を実現するための山体地下水資源開発技

術の構築」による国際セミナ－“International

seminar on sediment disasters caused by deep

landslides”（公益社団法人砂防学会後援）が開催

される予定です。

■意見交換会 １８：００～１９：３０

京都大学宇治キャンパス おうばくプラザ内

「カフェ・レストラン きはだ」

会 費：４０００円

【２日目】９月２７日�
■現地見学会（兵庫県神戸市）８：００～１７：００

京都駅発⇒神戸市内（六甲砂防事務所管内，神戸

市管内都市河川警戒避難システム，他）⇒新神戸

駅⇒京都駅着

６．登録料

■シンポジウム参加費

正 会 員：１０，０００円

「気候変動および地殻変動活動の影響下での土砂災害に関する第３回国際シンポジウム

(International symposium on sediment disasters under the influence

of climate change and tectonic activity（3 rd))」のご案内

（公社）砂防学会 国際砂防シンポジウム実行委員会
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非 会 員：１８，０００円

学 生 会 員：５，０００円

学生非会員：９，０００円

■現地見学会：４，０００円 定員２０名（先着）

■意見交換会：４，０００円

７．参加登録および登録料支払い方法

登録方法：７月１日以降，国際シンポジウムホーム

ページ（http：／／www.jsece.or.jp／event／symp／aps 2013

／index.html）上のオンライン登録システムにて受け

付けます。

支払方法：シンポジウム当日，受付にて現金でお支

払い下さい。クレジットカードは使用できません。

８．今後の予定

最終サーキュラー（プログラム）発行：平成２５年

８月中旬

参加登録締め切り：平成２５年９月１７日�

９．国際砂防シンポジウム実行委員会

岡本正男（委員長，（一社）全国治水砂防協会）

山田 孝（事務局長，編集委員長 三重大学）

比留間雅紀（（一財）砂防・地すべり技術センター）

竹島秀大（八千代エンジニヤリング株式会社）

木村正信（岐阜大学）

黒川 潮（（独）森林総合研究所）

丸谷知己（北海道大学）

宮田秀介（京都大学）

水野秀明（筑波大学）

野間大祐（（一社）全国治水砂防協会）

林 孝標（国土交通省砂防部）

１０．会場までの交通

京阪電車宇治線黄檗駅下車徒歩約１０分

JR奈良線黄檗駅下車徒歩約５分

http：／／www.rish.kyoto-u.ac.jp／access.html

１１．その他

最新情報は下記ホームページにてご覧ください。

http：／／www.jsece.or.jp／event／symp／aps 2013／index.

html

１２．国際砂防シンポジウムに関する問い合わせ先

〒５１４―８５０７ 三重県津市栗真町屋町１５７７

三重大学大学院生物資源学研究科 山田 孝

E-mail：t-yamada@bio.mie-u.ac.jp

Tel／Fax：０５９―２３１―９５１１
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